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成果の概要

宇宙の幾何的構造を測る方法で、概念的にもっとも簡単なものの一つは、遠方に存在する丸いオ

ブジェクトがどう歪んで見えるかを調べることであろう (いわゆるアルコック・パチンスキーテス

ト)。そのために用いられる構造としてバリオン振動によるものが近年極めて注目されている。ア

ルコック・パチンスキーテストを一つの目的にした計画にWFMOSや FMOS と呼ばれるものが

あるが、これらの計画のフィージビリティーテスト、および現在我々が進行中の SDSS Luminous

Red Galaxyの解析のために、バリオン振動入りの N体シミュレーションデータを作成すること

が、今回のプロジェクトのメインテーマである。

作成されたデータを元にしたWFMOSなどを見極めた研究は来年度から開始するが、現在まで

に、SDSS Luminous Red Galaxy解析のために使用している。特に精密な宇宙論パラメータ推定

のためには共分散行列が必要であるが、従来の jackknife 評価や、理論的なモデルでは不十分であ

り、沢山の独立なシミュレーションが有効である。

また、今年度までの一連のプロジェクトのデータを使って、宇宙大規模構造の高次統計解析の

研究も行った。特に、三点相関関数に対する赤方偏移歪みの効果を高精度で測定したり、密度揺

らぎ場の位相情報に注目して SDSSデータと N体データを比較を行った。
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